
完
配
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年
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二
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日
璽
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郵

便
物
認
可

[
梅
月

一
同

一
日
発
日

〕

曾學濟 経學天国帝…都京

叢論済

(禁

輻

載
)

b官町 《4F「 ぷ
號 天 第 春 肥'← 三乙第

行 磯 目 一 月 五 年 七7和 昭

論

㎝叢

、
相

続

税

重

課

の
大

勢

ご
其

方

法

・
・

貨

幣

の
僧

位

の
受

動

性

:

・

肚

會

理
念

と
吐
.腎
岨
ギ
ロ
及
ぺ・
ミ
ー

ト

ス

研

究

弄

騨

驚
驕

藤
學
-
・

取

引

所

組

織

の
再

吟
味

.
・
.
・
.
.

焼

津

鰹
漁

業

に
於

け
る
船

仲

組

織

・
・

親

骨矢

幅

岡
藩

の
育

子
策

に

つ

い
て

,
:

貸

借

対

照
表

分
析

の
前

提

條
件

,
・

連

鎖
店

反

封

運

動

:

:

.

.

附

"鋒

新

着

外
囲

経

済

雑

誌
主

要

論

題

:

法
學
博
士

棘

戸

正

雄

・
・
麦

學
博
士

高

田

保

馬

:

文
墨
博
士

米

田

庄

太

郎

一=

.
・
濠

畢

士

山

口

正

太

郎

.

・
:

煙
涛
學
士

大

上

末

廣

:

経
評
學
士

今

西

庄

次

郎

・
羅
訴
學
士

岡

本

清

造

:

郷
雲

博

士

本

庄

榮

治

郎

:

経
済
塁
上

小

菅

敏

耶

・
:

縄
濟
學
士

谷

口

古

彦



厩

了

解

科

學

ご
し

て

の
経

濟

學

■

亀

山

ロ

正

太

郎

画

料
學

と

し

て
の
経

濟
學

は
如

何
な

る
性

質

を
も

つ
も

の
で
あ

ら
う

か
、

か

つ
て
リ

ッ
カ
ー

ト
が
自
然

科

學

に
場

立

し
た
も

の
と

し

て
文
化

科
學

を
提

唱
し

て

か

ら

、

経

濟
學

は

一
慮

は
文
化
科

學

に
属

す

る
も

の
と
考

へ
ら

れ

た

。
根
合

普

遍
的
文

化
科
學

と

云

ふ
中

間
匿
域

(
ン白
票
巴
鴨
互
9
①
)、
を

設
定

し
生
物

學

、
肚
會

學

、
経
済

學
等

を
此

嘔

域

に
包

容

せ
ね

ば
な
ら

臆
と
云

ふ
論

理
上

の
不

徹
底

さ
が
あ

り

、
非
難

の
聲

が
此

貼

に
向

け

ら
れ

た
越

、
経
濟

學

が
自
然

科
學

に
属
す

る
も

の
で
な

い
と
云

ふ
消

極

的
主
張

は
多

く
の
人

々

に
よ

つ
.て
是

認
さ

れ

た
庭

で
あ

っ
た
。

乍

然

濁
逸

西
南

學
派

の
人

々
の
主

張

は
方
法

論

上

か
ら

、
償
値

開
係

の
下

に
個

別
化

的

に
取

扱

ふ
も

の
が
文

化

科

學

で
あ

っ
て
、
債

値

に
無

闕
係

に
普

遍
化
的

法
則

を
樹
立

す

る
も

の
を
自

然
科
學

と

し
て
峻

別
す
.る
庭

に
重
黙

が
あ

り
、
謂

は

.、
方
法

的

、
形
式

舶

の
も

の

に
過

ぎ
な

い
憾

が
あ

る
。
從

て
数

理
派
経
済
學

の
如

く
自

然
科

學
的

了
解
科
學
と
し
て
の
輕
濟
學

第
三
+
四
借

七
四
五

第
五
號

六

一

1)Rickert,K:ulturwissensghafhl
2)Soda,DieI(rgischeNaturder

とINaturwisserlschaft,3AuH・1915・S.

Wir5chalft59esetz・ ∋,1911,S.21.
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了
解
科
學

と
し
て
の
経
済
學

第

三
十
四
巻

七
四
六

第
五
號

六
二

方

法

を

探

る

時

は

其

本

質

の

如

何

な

る
や

を

問

は

す

、

自

然

科

學

と

な

ら

ね

ば

な

ら

な

い

尤

も

ゆ

従

来

の

科

學

分

類

論

が

封

象

に

即

し

て

爲

さ

れ

た

が

た

め

に

、

其

庭

に

多

く

の

矛

盾

を

生

じ

た

こ

と

は

認

め

ら

れ

る

。

此

貼

に

リ

ッ

カ

ー

ト

等

の

方

法

論

的

峻

別

の

功

績

は

擧

げ

ら

れ

る

け

れ

ど

も

、

之

を

も

つ

て

し

て

は

科

學

探

求

の

形

式

は

兎

に
角

、

本

質

に

よ

る

廣

別

は

得

ら

れ

な

い

。

然

ら

ば

科

學

の

樹

象

に

節

す

る

の

で

も

な

く

、

叉

方

法

に

よ

る

の

で

も

た
『
く

、

專

ら

科

學

の

本

質

に

基

い

て

経

醇

畢

D

主

翼

D

㎞

可

獄

る

も

分

で
あ

る

い

を

闡

明

す

る

に

は

ど

う

す

れ

ば

よ

い

か

、

濁

逸

理

論

脛

齊

堅

果
.の

最

毫

匪
一
(

4

」
1一(

-
'4

.̀

ー

ー

曜,
.
一

l
I

l

I
-

1

!ノ

・.●

1
「.,
■・」

」.
1

(工
)

ζ

」」

)

一
お

よ

七

ケ

一到

こ

～叫
ナ

、
つ
t

ズ
一
み

る

'旧

く

で

♪り
る

。

艶

・し
カ
4ノ↓
ノ
6

一
忌
日
転

～

一ノ
ー

}
蒔

を

ー

オ

,

9

,
J
j

,

.̀

,

二

合
茜

に

一
つ
の
経

済
現
象

が
出

現
し

た
と

す

る
。
例

へ
ば
英
吉

利

の
金
本
位

停

止
と
云

ふ

一

つ

の

現
象

が
あ

る
。
之

に
謝

し
て
経
済

學
の
立

場

か
ら
我

々
の
爲

す
庭

は
何

で
あ

る
か
、
そ

れ
は
英
吉

利

の
金
本
位

停

止
が
如
何

な

る
意

味

を
.も

っ
か
を
了
解

す

る
こ
と

で
あ

る
。
我

々
は
英
吉

利

の
金
本
位
停

止

を
戚
畳

的

に
知
畳

す

る

こ
と

は

出
来

な

い
。
場
所

を
離

れ
た

も

の
は
眼

で
視

た
り
、
手

で
鯛

れ

る
こ
と
を
得

な

い
。
尤

も
我

々
は
英

吉

利

の
金
本

位

停

止

を
新

聞
雑

誌

で
讀

む

、
乍
然

そ
れ
は

眼

で
視

る
と
云

ふ
戚

萱

的
動
作

そ

の
遇

の
で
は
な
く

,
そ

れ

に
よ

っ

て
意
味

を
了
解

す

る
の
で
あ

る
。
眼

で
視

.
手

で
鯛

れ
得

る
も

の
は
物

理
現
象

で
あ

る
。
経
済

現
象

は
戚
萱
を
離

れ
、
意

味

を
了
解

す

る
こ
と

に
よ

っ
て
知

り
得

ら
れ

る
。
尤

も
物

償
騰

貴
と

云

ふ
経
済

現
象

は
日

々
の
消
費

財
を

逼

じ

て
戚

畳

的

に
知

畳

し
得

る
と
云
ひ
得

や
う

。
填

國

心
理
學
派

の
如

く
消
費

財
の
分
量

と
欲
望

満

足

の
程
度

と



-

∫-

-

豊

の
相
関
々
係
を
経
済
拳
の
中
心
問
題
と
す
る
席
は
物
償
騰
貴
に
よ
る
滑
費
財
分
量
の
狭
少
は
明
瞭
に
知
度
し
得
や

ぅ
｡
乍
然
此
事
は
必
克
刺
激
と
威
畳
と
の
相
関
々
係
と
云
ふ
精
神
物
理
現
象
の
範
囲
を
出
な
い
の
で
あ
っ
て
物
償

騰
貴
を
知
る
と
云
ふ
事
は
威
魔
の
世
界
の
為
し
得
る
こ
と
で
は
な
い
.
威
魔
の
世
界
に
於
で
は
輿

へ
ら
れ
た
る
直

接
事
物
の
外
面
を
知
る
と
云
ふ
以
外
に
出
な
い
O
脚
費
財
の
減
少
は
知
-
得
る
が
そ
れ
が
物
情
騰
貴
に
基
-
と
云

ふ
こ
と
は
了
解
の
世
界
の
事
で
あ
る
O

今
眼
前
に
責
貫
と
云
ふ
経
済
現
象
が
あ
る
と
す
る
.

7
匹
の
馬
が
若
干
胤
の
貨
幣
と
交
換
さ
れ
L
1
.
我
4
,

は
遅

し
き

二
四四
の
馬
-
､
旗
僻
の
君
千
慮
と
密
硯
､.
且
つ
之
が
儲
瀞
滞
双
方
の
芋
に
硬
綿
rv･れ
Ll
の
を
視
る
G
軍

報
hLLi

′
.■【ノ一
.

の
限
-
に
於
で
は
物
理
止
の
現
象
た
る
に
過
ぎ
な
い
｡
唯
外
面
に
衷
は
れ
た
る
現
象
を
感
覚
を
通
じ
て
知
る

に過

ぎ
な
い
O
然
し
此
現
象
が
経
済
現
象
た
る
た
め
に
は
馬
の
達
し
さ
に
対
し
輿

へ
ら
れ
た
る
貨
幣
量
が
僅
少
に
過
ぎ

な

い
か
t
T
般
市
場
債
格
に
比
し
て
此
個
別
償
格
が
低
い
で
は
な
い
か
等
の
外
部
的
物
理
現
象
以
外
の
鮎
に
進
ま

ぬ
ば

な
ら
ぬ
｡
此
･3
8外
の
鮎
と
は
其
責
買
と
云
ふ
現
象
の
持
つ
意
暁
で
あ
る
0
廉
債
に
手
放
し
た
と
云
ふ
の
は
宮

手
が
貨
幣
を
得
た
い
と
云
ふ
窮
迫
し
た
状
態
に
あ
つ
た
が
た
め
で
､
徒
で
市
場
億
格
よ
-
も
廉
僧
で
あ
っ
た
と
云

ふ
よ
-
在
英
真
買
現
象
の
も
つ
意
味
を
了
解
し
て
初
め
て
物
理
現
象
が
経
済
現
象
に
樽
ん
す
る
も
の
と
云
ひ
得
よ

ラ
.
軍
に
馬
と
貨
幣
と
の
交
換
な
ら
ば
之
は
物
理
現
象
の
範
囲
を
出
な
い
の
で
あ
る
0

経
済
拳
は
又
軍
に
時
間
的
に
現
在
に
行
ほ
れ
た
現
象
を
取
故
ふ

だけ
に
止
ま
ら
な
い
｡
過
去
を
取
扱
ひ
未
雅
を

推
測
す
各
で
あ
ケ

ア
｡
時
間
の
分
子
を
容
れ
る
時
は
意
味
の
了
解
が
更
に
経
済
拳
の
本
質
を
属
す
こ
と
が
明
瞭
と

7
幹
科
李
と
し
て
の
鯉
簡
単

第
三
十
四
巷

七
四
七

第
五
改

六
三



了
解
科
學
と
し
て
の
経
済
學

第
三
十
四
巻

七
四
八

第
五
號

六
四

な

る
。

我

々

は

マ

ル
ク

ス
を

戚

畳

的

に
知

畳

す

る

を
得

な

い
。

過

去

の
人

物

た

る

マ
ル
ク

ス
を

眼

で
視

、

そ

の
聲

轄
擺
脱
轍
舗
醗
酵
勝
鶴
齢
臆轡
蕪
菖
播
結
願
慰
瓢
醐
繋
鋤∵
"

畳
的
方
法
は
軍
に
手
段

で
あ

っ
て

マ
ル
ク
ス
の
持

つ
意
味
を
知
る
こ
と
は
眼
で
書
物
を
讀
む
と
云
ふ
戚
畳
的
動
作

甲

に
よ

っ
て
得

ら

れ

る
も

の
で
は
な

い
。
羅

的

に
知
り
得

な

い
過

去

の
人
物

の
持

つ
意
味

は
之

を
了
解

す

る
他

に

m

方

法

は
な

い
。
過

去
を

現
在

に
於

て
了
解

す

る

の
で
あ

っ
て
必
竟
歴

史

は
此

了
解

の
笛

の
も

の

で
あ

る
。
從

て

帆

匝

島

D
、
曳

ま
目

差

D
入
吻

D
時

っ
童

朱

ぱ
之

を
了
解
す

る
痔

の
如

何

に
よ

っ
て
痩
化
す

る
。
十

年
以
前

に

マ
ル

紅四

、、ユ
■一ピ
(

r工

壱

、、,
■,■
{

ノ
こ

{
弓

層

■一
,
婁
,
一

♂

,
J

I

,

層」1
」

ク

ス

の

意

味

の

了

解

ぶ

れ

た

も

の

と

現

在

に

於

け

る

了

解

と

は

著

し

く

異

る

。

意

味

の

墾

化

が

時

間

を

共

に

生

じ

M

る
・
固
定
し
た
物
理
現
象
・
異
庭

は
此
警

・
あ
・
・
歴
暴

過
去
か
ら
現
在
量

・
の
で
ぞ

、
現
在
か
ら

曲む

過

去

超
溯

る

の
だ

と
云

ひ
、
或

は
現

在
が
過

去

を
作

る
と
云

ふ
の
は
此
意

味

で
あ

っ
て
、
過
去

の
持

つ
意

味

が
現

.
副

在

に
於

て
了

解
さ

れ
、
其

了
解

に
從

っ
て
過

去
が
愛

化

さ
れ

る

の
で
あ

る
。
從

っ
て
過
去

の
経
済

現
象

は

現
在

に

M

於
て
了
解
・
れ
、
了
解
の
如
何
に
・

つ
て
其
持
つ
意
味
が
鍵

さ
れ
・
.
時
間
の
分
子
を
考
慮

に
容
れ
る
と
舞

馳

學

の
本
質

が
意
味

の
了
解

に
存

す

る

こ
と
が
益

々
明
瞭

と
な

る
で
あ

ら
う

と
思

職
。

幅

三

艶
,

ム

サ

リ
　

経

済

學

の
本

質

が

意

味

の
了

解

(<
興
。。8
ゴ
9

)
に
あ

る

こ
ど

は

既

に

マ
ッ
ク

ス
、

ウ

ェ
ー

バ
ー

の
唱

へ
る

庭

で
あ

MD

る
が
、更
に
ゾ
ム
バ
ル
ト
は
経
済
學
を
三

つ
に
分
類
し
て
各
々
の
も
つ
特
徴
を
述
べ
、了
解
経
濟
學
が
眞
の
経
済
學



で
あ

る

こ
と

を
主
張

し
た
。
彼

に
よ
れ
ば
第

一
種

の
経

済
學

は
指

導

的
経

濟
學

(∪
3

二
6
洋
窪
山
〇
三
豊

o
舞
一算

o
亭

。
・岳
.
)
で

ア
リ

ス
ト
テ

レ
ス

に
初

ま

り
中

世

ス

コ
ラ
哲

學

が
此

跡

を
辿

り

、
更

に
自
然

法

的
思
想
を

有

す

る
啓

蒙

哲

學

に
至

る
思

想

の
登
展

、
之

に
裏

付

ら

れ
た
経

済

思
想

、
殊

に

ト

マ
ソ
、

ダ

キ
ノ
の
そ
れ

か
ら

ケ

ネ
ー

を
創
始

者

と

す

る
重
農

學
派

、

ア
ダ

ム
、

-・、
ユ
ラ
ー

か
ら

シ

ュ
パ

ン
に
至

る
、
浪
曼

派
経

済
學
等

が
之

に
属

す

る
。
之
等

の

経
済

學

に
於

て
は
中

心
と
な

る

の
は
當
爲

(qn
。
臣
コ
)
で
常

に

一
つ
の
理
想

の
下

に
経
濟
學

が
建

設

さ

れ
、
人

々
に

斯

く
駕

す

べ
し
.
斯

く
駕

す

べ
か
ら
ぎ

る
を

敏

へ
る
。
人
類

の
経

濟

が
正
し

き
経
済

た

る

べ
き
指
導

方
針

を
奥

へ

る
も

の

は
経
済

學

で
あ

る
。
乍

然

曲
「
正
し
き
」
と
云

ふ
こ
と
は
何

で
あ

る
か
、

そ
れ
は
此

振

に
よ

れ
ば

人
類
最
高

の
目
的

の
實

現

に
關

保

し
た
も

の
で
あ

る
。
此

庭

に
於

て
人
類

最

高

の
目
的

と

は
何

ぞ
や

と
再

び
質

問

せ
な

け

れ

ば

な
ら

な

い
。
此

派

に
あ

っ
て
は
唯

之

が
當
爲

と

し

て
無

條

件

に
與

へ
ら

れ

て
る

る
に
過

ぎ
な

い
。
人

々
は
最

大

の
生
産

力

を
登
揮

せ
ね
ば

な
ら

ぬ
と

云

ふ
、
乍
然

何
故

の
最

大

の
生
産
力

ぞ
と
云

へ
ば
此

派
は
黙

し

て

語

ら

な

い
。
此

派

は
從

て
経
済

學

を
経

験

に
基

く
科
學

と

す

る

の
で
な

く
形

而

上
學

と
駕

す
も

の
で
あ

伽
。

第
二
種
の
も
の
は
自
然
糾
學
的
経
済
學

(豆
①
。
こ
詫
言
¢

罫

ま
昌
臼δ
ざ
呂
邑
。)
で
近
世
科
學
の
登
達
に
慮
じ

た
普
遍
概
念
及
び
法
則
を
建
設
す
る
方
法
を
探

る
も
の
で
、
英
吉
利
正
統
學
派
、
懊
國
學
派
、

マ
ル
ク

ス
振
縄
濟

學
及
び
近
代
的
傾
向
た
る
相
關
主
義
等
、
之

に
属
す
る
。
然
し
ゾ
ム
バ
ル
ト
に
よ
れ
ば
此
種
の
経
済
學
は
軍
に
表

面
的
に
理
路
を
追
ひ
、
秩
序
づ
け
る
に
過
ぎ
な
い
皮
相
的
な
科
學
的
方
法
で
、
之
を
以
て
は
外
面
的
に
経
濟
現
象

を
把
握
す
る
に
止
ま
っ
て
、
現
象
の
本
質
を
看
過
す
る
も
の
で
あ
樹
。

了
解
科
學
と
し
て
の
経
済
學

第
三
十
四
巻

七
四
九

第
五
號

六
五

2)SombarしDiedreiNaliona16konQmicn,エ93《),S .8z.

3)Sombart,aa・O・S.139.



了
解
科
學
と
し
て
の
経
潴
學

第
三
十
四
巻

七
五
〇

第
五
號

六
六

然

ら

ば
果

し
て
如

何
な

る
も

の
が
眞

の
経
濟

學

で
あ

る
か
、

ゾ

ム
メ

ル
ト

に
よ
れ
ば

そ

れ
は
了
解

経
濟

學

(U
冨

く
①
「。・箆

杢
乙
・
三
豊

9
缶
一笑

。
コ
。
旨
凶。
)
で
あ

る
。
本
家
経
済
學

は
宮
然

科
學

に
劉

立

す

る
精
帥
科

學

で
あ

る
。

此
精

神
科

學

と

は
精
神

そ

の
も

の
を
取
扱

ふ
科
學

と
云

ふ
の

で
は
な

く

、
現
象

を
意

味

に
於

て
理
解

す

る
學
周

で
あ

る
。

意
味

關
係

の
闡
明

を

目
的
と
す

る
科
學

で
あ

る
。
意

味

に
於

て
現
象

を
解

す

る
と

は
外
面

的

に
現
象

を
把
握

す

る

の
で
は
な

く
、
内

面
的

に
現
象

の
有
す

る
意

味
を
了

解

し

.
且

つ
現
象
間

の
意

味

の
關
聯

を
考
究

す

る
こ
と

で
あ

る
。
尤

も
此
意
味

の
理
解

に
淫

す

る
手
段

と

し

て
経

済
學

が
自

然
科

學

的
方
法

を
採

る
も
差

支

は
な

い
。
然

し

そ

れ
は
飽

く
迄

手
段

と

し

て
止

ま

る
の
で
本

質

と
は
な

ら
な

い
。
例

へ
ば
土
地

に
牧

獲
遍
減

の
法
則
と

云

ふ
も
の
が

あ

る
。
経
済

學

が
之

を
利
用

す

る
は
差
支

が

な

い
。
け

れ
ど
も
此

法
則

そ

の
も

の

に
止

ま

っ
て
菰

に
経
濟
學

の
本

の

質

が
あ

る
と
す

る
は
誤

で
あ

る
。
此

法

則
を
手

段
と

し

て
経

済
現
象

の
意
味

を
把

握

せ
ね

ば
な
ら

ね
。

ゾ

ム

バ
ル
ト
は
経
濟

學

を
了
解
斜

里
と

し

て
建

設

せ
ん

と
努
力

し
縷

々
敷

千
言

に
及
ん

だ
。
然

し
そ

れ
は
経

濟

學

の
本
質

が
了
解

そ

の
も

の
に
あ

る
こ
と
を
力
強

く
宣

言

し
た

.、
け

で
、
然

ら

ば
了
解
を
本

質
と

し

て
如

何

に
し

て
眞

の
経
済

學
が
建

設

せ
ら

る

、
か
と
云

ふ
積

極

的
主
張

に
は
甚

だ
物
足

り
な

い
。

ア

モ
ン
教
授

は
ゾ

ム
バ
ル
ト

の
文
章

は
カ

に
満
ち

て
み

る
が

、
科

學

は
カ

を
以

て
征

服

さ
れ
な

い
と
云

ひ
、
文

科

學

の
國

は
恐
ら

く
共
和
國

で

あ
ら

う
馬
此

國

に
於

て
は
力

を
以

て
す

る
濁
裁

(U
蒙

p
耳

)
は
行
使

し
得
ら

れ
な

い
と
批
評

し

て
み

る
。

四
.

抑

も

了

解

と

は
如

何

な

る

こ

と

で

あ

る

か

、

そ

れ

は

意

味

の
把

握

(し∩
同旨

韓
彦

。・窪

)
で
あ

り

本

質

認

識

(≦

田
①
蕊

-

4)Sombart,a.a.0.S.251.

5)AlfredAmouo,Wiτtschaft,Wirtschaftwissen5(:haftand
`}nomieロ.SchmoUcrsJahrbuch,HeftII,1930・

diedreiNationa1δk.



crk
e
[
t

u
t

nis)
で
あ
畠
｡

我
々
は
了
解
し
得
る
事
の
み
を
異
に
探
-
認
識
し
得
る
O
而
し
て
具
に
了
解
せ
ら
れ
る

も
の
は
'

了

解
す
る
も
の
と
同
じ
性
質
を
持
た
ね
ば
な
ら
ぬ
o
同
じ
も
の
は
同
じ
も
の
に
よ
っ
て
の
み
本
質
を
認

識
さ
れ
得
る
･
換
言
す
れ
ば
精
神
は
精
神
に
よ
っ
て
(G
e
ist
dLtrCh
G
eist)の
み
認
識
し
得
ら
れ
聖

尤
も
我
々

は
事
物
の
本
質
を
紛
議
す
る
'
此
際
は
精
神
に
よ
っ
て
事
物
そ
の
も
の
を
認
識
す
る
と
考

へ
ら
れ
る
.
此
故
に
精

神
が
精
神
を
了
解
す
る
虞
の
精
神
了
解
())as
S
e
elverstelten)と
区
別
し
て
.之
軌
.物
的
了
解
(Ll
as
Sact1;V･erSte.･ierJ)

と

一
腰
'
別
ち
得
る
や
う
で
あ
る
が
'然
し
了
解
し
得
ら
れ
る
も
の
は
事
物
そ
の
も
の
で
は
な
-
て
'そ
の
事
物
の

持
つ
意
晩
で
な
け
れ
ば
㍍
ら
ぬ
.
軍
に
事
物
を
許
試
す
一(JJJ
云
ふ
～11'り･‥
で
は
事
物
の
外
面
を

知
る
に
過
ぎ
L.
い
o

其
内
面
､.
本
国
を
認
栽
す
る
に
は
そ

の
事
物
の
持
つ
散
於
を
把
捉
す

る
こ
-
で
･.11
ir
か
ほ
ち
ら
虻
-
祁
て
覇
物
の

]l'L

ノ.I･'J
-

茄
湖
は
事
物
な
る
形
態
を
通
じ
て
意
味
空
1
解
す
る
こ
と
で
あ
-
謂
は
ゞ
精
軸
が
精
神
室
1
解
す
る
こ
と
ゝ
な
る

の
で
あ
る
D
形
旗
と
し
て
の
事
物
の
外
面
的
把
捉
は
自
然
利
率
の
範
囲
の
こ
と
で
了
解
科
挙
の
関
す
る
底
で
は
な

∴

い
O
斯
-
云
へ
ば
或
は
了
解
は
形
而
上
畢
的
の
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
尊
貴
は
そ
う
で
は
な
い
.

了
解
は
常
に
経
験
的
所
輿
の
世
界
に
開
聯
し
て
ゐ
る
の
で
'
此
鮎
を
畔
れ
て
絶
対
精
神
の
了
解
､
人
生
観
'
世
鼎

叡
と
な
れ
ば
'
そ
れ
は
和
琴
と
し
て
の
了
願
G
痕

界
を
超
越
し
て
形
而
上
率
に
投
入
す
る
｡
了
解
科
挙
は
従
て
飽

-
迄
'
経
験
的
新
興
の
世
界
に
閲
聯
し
'
而
し
て
其
限
り
科
挙
だ
-
得
る
も
の
で
あ
る
O

了
解
科
挙
は
リ
ッ
カ

ー
ト
の
文
化
科
単
の
如
-
普
遍
的
概
念
構
成
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
い
｡
然
し
了
解
料

率
に
於
け
る
普
遍
的
概
念
の
構
成
は
自
然
料
率
の
そ
れ
と
は
典
る
O
自
然
利
率
に
於
て
は
諸
種
の
対
象
に
於
け
る

丁
解
科
挙
と
し
て
の
鯉
埼
撃

第
三
十
四
巷

七
五

T

第
五
鋸

六

七

三3 BocTrbaatTht滝 .lmni･I,?5'｡1:;;9.㍍0210.0g'ie,.93.[," 6._,7



了
解
科
學
と
し
て
の
経
濟
學

第
三
十
四
巻

七
五
二

第

五
號

六
八

そ
れ
自
身

の
特

色
を
没
却

し

、
外
面

的

に
統

一
し
普

遍
化

す

る
。
眼
前

に

一
匹

の
馬

が
居

る
。
自
然
科
學

は
此

個

別
化

せ

る
馬

の

み
の
考
察

に
於

て
は

、
之

を
馬

と
云

ふ
概

念

に
到
達

せ
し
め
得
な

い
。
他

の
多

く

の
馬

と
比
較

し

そ
の
各

々
の
特
色

を
没
却

(藝

o
笹
繋
の窪

く
o
昌
竃
臼
パ
ヨ
p
目窪
)
す

る

に
よ

っ
て
馬

な

る
概

念

を
構

成

す

る
。
從

て
其

結

果

は
唯

…範
園

の

み
麿
〔
い
が
内
容

室
虚

な

(=
∋
莚
コ
σq
「鉱
o
げ
①
層
卑
び
。
『
2
邑
。
ゆ
詳
ρ

冒
プ
p
一諾
黒
目
σ
)
諸

概
…念

が
構
成

さ

れ

る

に
過

ぎ
な

い
。

威
が
了
解

科
學

に
於

け

る
概
念

構

成

は
其
普
遍

化
た

る
と

個
別
化

た

る
と

を
問

は
す
、
外
面

的

,把

握

は

乱
切

之

を
探

ら
な

い
で
、
意
味

の
關
聯

に
於

て
、
意
味

の
普

遍
或

は

個
別
を
探

っ
て
概
念

を
構
成

す

る
。

意

味

は
普

遍
的

に
も
把
握

さ

れ
個

別
的

に
も
把
握

さ

れ
得

る
。
意

味

は
此

二

つ
の
方
法

に
於

て
同

時

に
我

々
紅
経

験

さ

れ
得

る
も

の

で
あ

る
。
唯

、
然

し
了
解
科

學

に
於

て
は
此

二

つ
の
方

法

に
は
論

理
上
先
後

の
關
係
が
あ

る
。

普

遍

的
意
味

は
個
別
的
意
味

に
先
立

つ
。
個

々
の
も

の
が
其
特

色
を
排

棄
す

る

に
よ

っ
て
次
第

に
普

遍

に
到
達

す

る
の

で
は
な

く
て
普
遍

が
個

別

に
先

立

つ
の
で
あ

る
。
普

遍

は
個

別
よ

り
も
寧

ろ
内

容

の
多

い
意

味

を

も

つ
て
み

る
。
此

普
遍
概

念

は

そ
れ
故

に
自
然

科

學

の
普

遍
概

念

と
異

っ
て
内

容

に
節

し
た
實
在

的
本
質
概

念

(「。
聾
巴
ψ6芹

ぐ
く
①
ωΦ
房
げ
Φ
σq
ユ
黙

)
で
あ

る
。

了
解

科
學

に
於

て
は
唯

に
右

に
述

べ
た
實
在

的
本

質
概
念

を
探

求

す

る

に
止
ま
ら

す
、
更

に
其

上
位

に
存

す

ろ

理
念

概
念

(固
Φ
巴
σ
Φ
αQ
ユ
3

の
探

求
を

も
其
任
務

と
す

る
。
實
在

的
本
質
概

念

は
其
墾
象

を
謂

は

ゴ
経
験

的
歴

史
的

　

な
も
の
、
換
言
す
れ
ば
偶
然
的
な
も
の
に
有
す
る
が
、
理
念
概
念
は
劉
象
を
完
全
な
純
粋
性
を
も
つ
て
把
握
す
る

も
の
で
、
實
在
的
本
質
概
念

の
中

に
含
ま
れ
た
偶
然
性
、
謂
は
∫
本
質
の
中

に
含
ま
れ
た
非
本
質
的
特
色
を
排
棄



し

て
純
粋
無

雑

の
姿

に
於

て
本
質
其

も

の
を
把
握

す

る
も

の

で
あ

る
。
謂

は

ば
本
質

的
特

色

の
向

上

(qn
五

鵯
≡
轟

藷
「
芝

2
。
累
日
o
降
∋
巴
①
)
で
あ

る
。
此

鮎

は
恰

か
も
自
然
科

學

に
於

け

る
普

遍
的
概

念
構
成

の
過

程
、
帥

ち
多

く

の
個

別
的
概
念

の
中

、
其
特

色

を
波

卸

す

る

に
よ

っ
て
徐

々

に
純

化

さ

れ
普

遍
化

さ
れ

る
の
と
甚

だ
似

た
も

の
で

あ

る
が

、
然

し
其
關

係
す

る
庭

は
本
質

的
意
味

に
存
す

る
の
で
、
此

場
合

個

別
的
概
念

に
も
本
質

は
存

し
、
唯

其

純
化

、
即

ち
非

本
質

的
部
分

の
排
棄

の
過

程

が
自
然

科

學
普
遍

概
念

構
成

の
過

程

に
外
形

的

に
類

似

せ

る

に
止

ま

る
も

の

で
あ

る
。

五

了

解
科

學

の
限

界

は
上
下

に
劃

せ
ら

拠

る
。

上
部

ぱ
形

而

上
撃
と
接

す

る
貼

に
於

て
、
鄭

ち
絶

対
奇

曲

、
凡

主

♂
』.'
」.
1
1

一

髄
.一1
』

一ノ
一1

一1'一

↓一

口.一5
ー
ブ

置

潮

」匿..刃

層刃

ノ
ノ
,

観

、
世

界
観
等

に
は
最
早
了

解
科
學

は
進

入
す

る
を

得

な

い
。

下
部

は
自

然
科

學
と
接

す

る
。
事

物
そ

の
も

の

、

外
面

的
把
握

に
は
了

解
科
學

は
無

闕
係

で
あ

る
。
之

は
自
然
科

學

の
範
園

で
あ

っ
て
、
事

物

の
意

味

の
了
解

に
於

て
初

め
て
了
解

科
學

の
範
園

に
入

る
。

抑

も
動
植
物

も
人

類
も
孤

立

せ

る
状
態

(詞
曲蕎
Φ
耳
8
・
二
)
と
し

て
科

學

の
劉
象

と
な

る
と

共

に
群

(〇
三
窮
2
)
と

し

て
対
象

と

な

る
。
・今
後

者

を
掛
象

と

す

る
科
學

を
群
耕

墾
・
(O
讐
竈

ノ鼠
。。・。の
閂閉
9
0
ε

と
名

け

る
と
植
物
群
科

學

、

動
物

群
科

學

、
人
類
群
科

學

に
分
類

し
得

る
が

、
植

物
群
科

學

に
於

て
は
其
群

生
活

は
軍

に
生
物

學

的
な
集

團
生

活
と

し

て
取
扱

は

れ

る
に
止
ま

る
が

、
動
物

の
群
生

活

に
は
精

神

的
相
互

交
渉

が
あ
り

、
從

て
生
物

學
的

取
扱

の

他
に
、
精
神
科
學
的
考
察
が
必
要
で
あ
る
。
更
に
人
類
群
科
學
(純
粋
な
る
肚
會
學
-1

動
物
肚
會
學
を
除
く
)
に

了
解
科
學

と
し
て
の
裡
濟
學

第

三
+
四
巻

七
五
三

第
五
號

六
九



了
解
科
學
と
し
て
の
経
濟
學

・第
三
十
四
巻

七
五
四

第
五
號

七
〇

て
於

は

、

動

物

生

活

に
於

け

る
精

神

的
交

渉

の
非

理
念

的

な

る

に
謝

し

、

理

念

を

含

む
精

神

生

活

、

即

ち

動
物

の

精

神

生

活

が

・・①
Φ
房
。
冨

。。
H・Φ
σ
。
昌

な

る

に
射

し

て
人

類

の

そ

れ

は

O
。
一寮

。
島

・。9

2

H
。σ
Ω
μ
な

る
特

色

が

あ

り

人

類

群

科

學

-

肚

會

學

は

O
①
一。・
ゆ。。
①
。
一びq
『
⊆
℃
℃
一ン、圃・。
・。
Φ
房
警

棒

で

あ

る

。

今

了

解

な

る

も

の

が

動

物

の

精

神

生

活

に
も

存

す

る

も

の

と
観

る

か

、
或

は

理

念

を

有

す

る
人

類

の
精

神

生

活

に

の

み
限

定

す

る
か

に

よ

っ
て

、

即

ち

一
般
精

榊

科

學

些

鴨

8
Φ
ぎ
Φ

Qり
o
①
享

『
。・
窪
ω
。8

沖

に
於

て
取

扱

は

れ

る

か

、
純

粋

な
精

神

科

學

Ω
①
韓

♂く
望

o
屋
。
富

津

に
於

て

一
ノ

コ

ラ

　

の

み
取

扱

は
れ

る
か

に
よ

っ
て
廣

狭

二

つ
の
場

合
が
存

す

る
。
卒
然

動
物

の
精

神

生
活

に
於

て
も
了
解

が
存
す

る

と

す

る
は
鯨

り

に
廣

き

に
失

す

る

。
、蓋

し
了
解

は
既

に
述

べ
た

る
如

く
事
物

の
外

面
的
把
握

で
は
な

く
、
内

面
的

本
質
把

握

で
あ

る
か
ら

理
念

を
有

す

る
精
神
生

活

、
即
ち

人
類

の
精

神
生
活

に
の

み
存
す

る
虜

の
も

の
と

す

る
が

安

當
と

思

は
れ

る
。

了
解

が
如

何
な

る
も

の
で
あ

る
か
を
取

扱

ふ
學
問

(<
。
云

魯
。
霧
匡
戸器
)
は
解
繹

學

(
=
。
「∋
。
き
=
叶ε

と
も
呼

ば

れ

る
が
、
此

解
繹

學

に
於

て

一
時

期

を
劃

し
た

も

の
は
デ
ィ

ル
タ

イ

で
あ
り

、
彼

に
よ

っ
て
同

じ
も

の
は
同

じ
も

の

に
よ

っ
て

の
み
了
解

さ
れ

る
と

云

ふ

エ

ン
ペ
ト
ク

レ
ス
以
来

の
原

理
が
明
瞭

に
さ
れ
た

の

で
あ

る
が

、
然

し
此

原

理
は
質

の
方
面

に
於

て
の

み
妥

當

で
あ

っ
て
、
了
解

す

る
も

の
と
了
解

さ
れ

る
略

の
と
が
共

通

の
性

質

を
有
す

る
こ
と
を
基

礎

と
す

る
が

、
量

の
方
面

に
於

て
は
了
解

す

る
も

の
が

了
解

さ

れ
る
為

の

、
全

部
を
了
解

す

る
と
は

云

へ
な

い
。
太

陽
を
見

る
眼

が
全
部

を
開

い
て
み

る
時

と
年
限
.の
時

と

で
相
違

す

る
如

く

で
あ

る
。
從

て
量

の
方

面

に
於

て
は
了
解

に
・は
多

く

の
程
度

が
存

す

る
と
云

は
ね
ば
な
ら

膿
。

次

に
了
解

は
又
了
解

の
方
法

に
よ

っ
て
異

1)Stoltenberg,Diskussionfiber,,DasVerstellen
tschenSoziologentages,1929,S.227-229.
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る
。

例

へ
ば
手
紙

を
了
解

す

る
こ
と

に
は
文

法

的
了
解

も
あ
り

、
文
面

の
意

を
了
解

す

る
こ
と
も
あ

り

、
書

臆

を

了
解

す

る

こ
と

も
あ
り
得

る
,
文

典
手

紙

が
商

用
文

で
あ

る
か
、
社

交
文

で
あ

る
か
等

の
種
類

に
ま

る
了
解

も

あ

ハ
コ

る
。
軍

な

る
了

解

と
云

ふ
こ
と

も
量

に
於

て
、

方
法

に
於

て
諸

種

の
差
違

が

存

す

る
の
で
あ

る
。

次

に
了
解

は
償

値
判
断

と
無
闕
係

で
あ

る
。
あ

る
も

の

～
意

味
を
了
解

す

る
と

は
、
そ

の
意
味

を
あ
り

の
儘

に

了
解

す

る
こ
と

で
あ

っ
て
、

真
庭

に
償

値

鞘
漸

と
は

何
等

の
關

係
が

な

い
。
無
償

値
な
意
味

、
或

は
進

ん

で
反
償

値

な
意

味

を
了
解

す

る

こ
と

が
あ

る
で
あ

ら
う

。
然

し
そ

れ
は
了
解

そ

の
も

の
と

は
無

闕
係
な

こ
と

で
あ

る
。
此

債

値

と
無

關

係

と
云

ふ
黙

に
恐
ら

く
了
解

と
行
鳶

(
隅
馨

ぽ
ε

と

の
差

が
存

す

る
の
で
あ
ら

う
と
思

は
れ

る
。
行

爲

は
償
値

の
命

に
従

て
行

は
れ

る
が

、
了
解

は
償
値

と
關
係

な

く
行

は

れ
る

。
更

に
了
解

す

る
意
味

は
正

し
き
意

味

に
限

る

か
、
傭

の
意
味

を

も
了
解

す

る

か

ゴ
問

題

と
な

る
が
、
あ

る
も

の

、
持

つ
意
味

が

正
し
き

か

、
傭

で
あ

る

か
を
判
断

す

る
も

の
は
最
早

論
理

の
範
團

で
は
な

い
。
之

を
判
断

す

べ
き
標
準

は
論

理
上

の
眞
僑

で
は
な

く

、

人

生

に
謝

す

る
具
備

で
あ

っ
て
、
斯
様

な
深

い
鮎

に
鯛

れ

る
こ
と

は
了
解
科

學

の
爲

し
得
な

い
庭

で
あ

る
か
ら

、

普

通

に
了
解

す

る
意

味

は
其
其
儒

を
問

は

な

い
も

の
と
考

へ
ね
ば
な
ら

顧
。
即
ち
傭

の
意
味

も
、
意
味

そ

の
も

の

と

し

て
具

の
意

味

と
共

に
了
解

さ
れ

る
こ
と

、
な

る
。
了
解

は
意
味

を
了
解

す

る
が

、
然

し
了
解

さ

れ
た

る
も

の

が
常

に
意

味

で
あ

る
わ
け

で
は
な

い
。
け

れ
ど

も
了

解

の
本
質

は
意
味

の
了
解

に
あ

る
。
無

意
味

な
事
物

の
了
解

も
あ

る
け

れ
ど

も
、
眞

の
了
解

は
意

味

そ

の
も

の
を
了
解

す

る
こ
と

に
あ

る
。

六

了
解
科
學
と
し
て
の
経
済
學

第
三
+
断
巷

七
五
五

第
五
號

七
一

2)Wach,Diskussionuber``DasVerstelien,,,a.訊.0.S.232.



了
解
科
學
と
し
て
の
経
済
學

第
三
十
四
巻

七
五
六

第
五
號

七
二

ゴ
ッ
ト

川
は
了
解

を
以

て
人
類

が
原
始

的

に
有

す

る
能
力

(ξ
ヨ
巨

剛6
冨

田

三
σq
犀
①
5

で
あ

る
と
す

る
。
從

て

小
兜

が
食

物
を

ロ

に
運

ぶ
は
そ

れ
が
食

物

で
あ

る

こ
と

の
了
解

が
あ

る
た

め

で
あ

り
、
智

能

の
低

い
原
始

人

も
亦

此

程

の
了
解
力

を
有

す

る
と
云

ふ
。
其
結

果

ゴ
ッ
ト

川
に
よ
れ
ば
自
然

科
學

に
於

て
は
経
験

が
理

論

に
先

立
ち

、

其
前
提

と
な

る
が
了

解
科
學

に
於

て
は
経
験

は
前
提

と

は
な
ら

な

い
。
了
解

は
原
始
人

も
小
見

も
有

す

る
謂
は

ゴ

本
能

と

も
云

ふ
べ
き
能
力

で
経

験

を
俟

っ
て
了
解
能

力

が
登
生

す

る
わ
け

で
は
な

い
。
從

て
彼

に
よ

れ
ば

了
解

は

「
頭

…脳
と
心
臓

を

以

て
」
(田
津

臨
o
B

囚
o
駄

に
江

田
搾

低
o
…爵

躍
o
踏
Ω
こ

す

る
も

の
で
あ
り

、
理
性
と
共

に
戚
情

移

入

へ
国
写
a
年

琶
巳

に
よ

っ
て
も
了

解
ぱ
戎

立

す

る
。
乍

蒸

～
軽

科
撃

D
基

礎

た

る

べ
き
了
弊

を
祈

く

乃
舶

く
農

産

こ

'

ζ
、
ー

コ

i

j

.

ノ
4
話
.
コ

一「ノ
'
一
一

,'
卍

國

.
」

`
コ

げ、
コ
'

-

騨一目曙
i

.解

す

る
時

は
本
能

及
び
感
情

の
如

き
も

の
を

含

み
、
科

學

の
特
賓

た

る
因

果
性

に
曖
昧

さ
を
伜

ふ
こ
と

、
な

る
。

尤

も
了

解

に
よ

る
因
果
性

(内
鍵
ω島
舞

ζ
葺

く
Φ
『ω
仔9
窪

)
は
自
然

科
學

の
そ
れ
と

は
異

る
け

れ
ど

も
、
少

く
と

も

ゴ
ッ
ト

ル
の
解

繹

は
形

而
上
學

的

た

る
を
免

れ
な

い
。

経
験
科

學

と

し

て
の
了
解

科
學

に
於

て
は
経
験

を
基

礎
と

し
、
事

物

或

は
現
象

の
意

味

を

理
性

を
以

て
把
握

す

る
に
止

め
ね

ば
な
ら

鎗
と
思

は
れ

る
ゆ
然

ら
ば
次

に
自

然

科

學

の
因

果
性

に
劃
立

す

る
意
味

の
、
了

解
科

學

の
因
果
性

は
如

何

な

る
も

の

で
あ
ら
う

か

。
自
然

科
學

の
因

果
性

が
大

膿

に
於

て
普
遍
化

に
よ

る
因

果
性

(囚
塁
・・鑑

聾

ζ
葺

く
。
「卸
=
碧

5
。
冒
℃
コ
5
σq
)
で
あ

る
な

ら

ば
了
解
科

學

の
そ
れ

の
特

色

は
個
別

化

に
よ

る
因

果
性

(
内
p
ま
p
ぎ
舞

ζ
p
跨

ぎ
二
團≦
α
=
巴
笹
①
≡
p
σq
)
で
あ

ら

う
。
斯

く
云

へ
ば

リ
ッ

カ
ー

ト
の
文

化
科
學

に
於

け

る
そ
れ
と

同

じ
も

の
と
考

へ
ら

れ

る
で
あ
ら

う

が
、
了
解

科
學

に
於

け

る
因

果

性

は
嚴
密

な

る
意

義

の
時

間

的

に
観

た
純

一
回
限

り

の
因
果

に
限

ら

な

い
。
リ

ッ
カ
ー

ト
の
普

遍
化
と

個
別
化

と

互)G。tt1,WirtschaftandWissenschaft,■931,.Bd.1.・S・153・
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の
差
違
は
著
し
く
形
式
主
義
的
論
理
的
な
も
の
で

あ

る

が
、

了
解
科
學
の
そ
れ
は
實
質
的
に
観
て
同
じ
や
う
な

経
験
(嚴
密
に
論
理
的
に
云

へ
ば
同
じ
経
験
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
が
)
略
類
似
せ
る
経
験
に
於

て
は
前
に
得
た

る
因
果
性
が
適
用
せ
ら
れ
、
之

に
從
で
了
解
が
進
め
ら
れ
る
。
意
味
の
内
面
的
把
握
は
時
間
的
に
純

一
回
性
の
も

の
、
歴
史
的
現
象
の
み
に
限
ら
な
い
。

マ
ル
ク
ス
の
示
す
除
剰
償
値
の
意
味
は
ク
ル
ッ
プ
工
場
に
於
て
も
、
フ
ォ

ー
ド
工
場
に
於
て
も
我
國
の
各
種
工
場
に
於
て
も
把
握
3一
れ
得
る
。
意
味
の
も
つ
深
さ
の
最
極
限
は
人
格
的
意
味

で
あ
り
、
恐
ら
く

一
回
的
で
繰
返
し
得
ざ
る
も
の
で
あ
ら
う
。
乍
然
経
験
科
學
と
し
て
の
了
解
科
學
の
基
礎
た
る

了
解
が
把
握
す
る
意
味
は
更

に
稀
薄
な
る
意
味
で
,
類
似
性
の
著
し
き
も
の
で
も
あ
り
得
る
。
英
吉
利
の
金
本
位

停
止
の
も
つ
意
味
と
我
国
の
そ
れ
の
も
つ
意
味
と
は
異

っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
暁
雨
者
の
基
礎
に
横
た
わ
る

金
本
位
停
止
そ
の
も
の
、
意
味

に
於
て
は
了
解
科
學
た
る
経
濟
學
の
劉
象
と
し
て
充
分
な
因
果
性

の
下

に
把
握
さ

れ
得
る
。

意
味

に
は
具
膿
的
な
も
の
か
ら
抽
象
的
な
も
の
に
至
る
迄
、
諸
種
の
段
階
が
あ
り
、
然
も
そ
れ
は
断
続
的
で
は

な
く
、
具
膿
性
を
順
次
稀
薄
な
ら
し
め
る
と
云

ふ
意
味
で
連
続
的
で
あ
る
。
從
て
如
何
な
る
程
度
迄
を
具
膿
的
と

云
ひ
、
抽
象
的
と
は
云
び
得
な
い
。
恰
か
も
濃
度
大
な
る
色
彩
を
漸
次
稀
薄
な
ら
し
め
る
が
如
く
で
あ
る
。
濃
度

人
な
る
も
の
は
純

一
回
的
具
膿
的
な
る
所
謂
文
化
科
學
的
意
味
で
あ
り
、
稀
薄
な
る
も
の
に
其
普
遍
化
抽
象
化
に

於
て
自
然
科
學
的
意
味
を
も

つ
。
從
て
了
解
科
學
は
其
把
握
す
る
意
味
が
持

つ
具
膿
性
の
程
度
に
於
て
、
形
式
的

に
は
或
は
文
化
科
學
に
近
寄
り
、或
は
自
然
科
學
に
近
寄
る
。了
解
科
學
と
し
て
の
経
濟
學
は
其
把
握
す
る
意
味

に

了
解
科
學
と
し
て
の
経
済
學

第
三
十
四
巻

七
五
七

第
五
號

七
三



了
解
科
學
と
し
て
の
経
酒
畢

第
三
十
四
巻

七
五
八

第
五
號

七
四

よ

つ
て
或
蒔

は
歴
史

的
叙

述

に
或

時

は
数

理

派

の
如
き
形

式

を
採

る
。
私
は
了

解
科
學

を
以

τ
自
然
科

學

、
歴
史

乃
至

は
リ

ッ
カ
ー
ト

の
中

間
便
域

等

の
如
き

匿
別

と

は
全

く
異

れ

る
カ
タ

ゴ
リ
ー

に
属

す

る
も

の
と
観

る
。
唯

其

本
質

が
事

象

の
内

面
的

把
握

に
あ

り
、
意

味

の
了
解

に
あ

る
が

た

め
、
事
象

の
外
面

的
把
握

を
本
質
と

す

る
自
然

科

學

と
實

質

的

に
樹
立

す

る
。
從

て
形
式

的

に
は
自
然

科

學
的

方
法
が

採
用

せ
ら

れ
、
数

理
派
経

済
學

の
如

き
も

の
が
成

立

し

て
も
猶

且
之

を
自
然

科
學

と

は
観

な

い
。
敷

理
派
経
済

學

が
数

學
を
利
用

し

て
も
、
そ
れ
は
数

學

に
於

け

る
が
如

く
数
式

そ

の
も

の

～
活

躍

を
目
的

と

す

る
も

の

で
は
な

く
,
数

式

に
よ

っ
て
縄
濟

的
意
味

を

把
握

す

る

の
で
あ

る
。
ゾ

ム
バ

ル
ト
が
自

然
科

學
、
経
濟

學
と

了
解

科

學
経
濟
學

と

を
随
別

し
、
後

者

の
み
を
眞

の
経
済

學
と

す

る
が
、

私
見

に
よ

れ
ば
此

慨
別

は
誤

で
あ

っ
て
、
自
然

科

學
的

方
法

を
探

る
経

濟
學
と
文

化
科
學

的

方
法

を
採

る
経
濟
學

と

に
は
形

式

上
麗

刑

し
得
ら

れ

る
が

、
貴
賓

上

は
了
解

科

學
と

し

て
の
経
済
學

が
成

立
し
得

る
の

み
で

あ

る
。
ゾ

ム

バ
ル
ト
が
数

理
派
等

の
経

済
…學
を
以

て
事

免
小
の
外

面
的
把

握

を
以

て
本
質

と

す

る
か
ら
経

済
學

で
は

な

く
自
然

科

學
だ

と
す

る
の
は
見
當

が
外

れ

て
み

る
。
輩

に
数
式

か
ら
敷
式

を
追

ふ
か
ら
と

か
圖

表
を

用

ふ
る
と

か
云

ふ
こ
と
が

外
面
的

把
握

で
あ

る
な
ら
ば

、
そ

の
限

り

に
於

て
敷

學

で
あ

っ
て
縄

濟
學

で
は
な

い
。乍
然

数

理

派

経
済
學

は
数

式
ヌ

は
圖
表

を
借

っ
て
経
済

現
象

の
意
味

を
把
握

せ
ん
と

す

る
の
で
透

る
。
敷
式

そ

の
も

の
が
経

済

學

の
本
質

で
は
な

く
輩

に
形

式

に
過

ぎ
な

い
。
外
面

的
把

握
な

る
も

の
が
軍

に
事

物

の
外
面

の

み
を
把
握

す

る
の

　

で
あ
.れ
ば
元
よ
り
経
済
學
は
外
面
的
把
握
の
學
問

で
は
な

い
。
日
米
爲
替
が
五
十
弗
近
く
か
ら
三
十
弗
に
下

っ
た

こ
と
を
数
字
的

に
示
し
た
と
し
て
も
数
字
の
低
減
そ
の
も
の
は
経
済
學
の
対
象

で
は
な
い
。
数
字

に
よ
っ
て
示
さ



れ
た
爲
替
の
下
落
が
略
つ
意
繁

経
璽

の
翼

た
'意

味
で
あ
亮

意
肇

把
撃

・
事
が
舞

學
の
霧

で

あ
る
.
外
面
的
把
握
が
事
物
の
盆

だ
け
を
繋

す
・
の
τ
あ
れ
ば
醤

學
は
初
め
か
昆

種
の
亀把
警

於
て
成

立
し
得
る
も
の
で
は
な

い
。
從
て
ゾ
ん
歪

ト
の
云
台

盤
璽

的
藩

黌

・
も
の
は
初
め
か
ら
存
奪

な
い

も
の
で
あ

っ
て
之
を
毒

す
・
の
は
無
を
有
と
假
恕
し
て
假
り
の
目
標
を
自
ら
造

っ
た
に
過
ぎ
な
い
・
藁
人
形
を

自
ら
造
り
、之
を
警

て
、得
意
と
し
て
ゐ
・
に
等
し
い
。
唯
存
す
・
は
鼠

科
學
的
方
法
を
探
れ
る
縄
露

で
あ

っ
て
養

質
は
最
禦

・。
了
解
科
學
で
あ
・
。
内
面
的
意
味
を
把
握
す
歪

と
を
本
質
と
せ
な
い
繹
濟
馨

る
も

の
は
初
票

晟

立
し
禦

い
も
の
で
あ
・
.
要
す
・
に
日
舞

學
舞

學
、
了
解
科
學
舞

學
の
衝

塞

く

無
意
墜

、
・の
2
し
、
方
法
講

に
は
自
然
科
諸

方
法
姦

れ
・
藩

學
、
文
化
科
欝

方
馨

採
れ
轟

雛

の
匿

別

は
あ

る
が
實

質

的

に
は
了
解

科
學

と

し

て

の
経

濟
學

が
存

す

る
の
み
で
あ

る
。

近
頃
カ
レ
姦

自
然
科
學
を
以
て
棄

を
離

す
・
翠

で
あ
・
・、
文
化
科
響

以
て
奨

を
銘

す
る
科
學

で
あ

る
と

な
し

、
更

に
文

化
科
學

は
総

て
了
解

學

で
は
な

く
、
了
解

料
率

は

心
理
現
象

の
み
を
取
扱

ふ
の

で
、
文

化
科
學
の

一
部
門
で
あ
・
と
主
張
宏

。
乍
釜

は
既
述
せ
・
如
美

化
科
學
と
了
解
科
學
と
を
同
じ
需

に
於

け
、
翠

の
分
類
と
鏡

な
い
.
薯

は
方
法
欝

意
味
に
於
て
自
然
離

島

立
せ
・
名
奪

あ
り
・
後
者
は

謁

の
實
質
に
於
て
自
然
翠

と
翌

せ
・
甥

を
明
示
芸

名
幕
で
あ
・
・
方
法
塗

に
於
て
は
了
解
科
學
は

或

は

自

然

科

學

的

で
あ

り

、

或

は

文

化

科

學

的

で
あ

り

得

る

も

の

で
あ

る
。

(
一
九
二
三
、
二
、
二
九
)

轟

科
學
・
し
て
・
欝

學

第
三
+
四
巻

七
五
九

第
義

七
五
.
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